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なんたん水／コンテンツ

４月７日は和歌山県議会議員一般選挙の投票日です

平成３１年第１回定例会

平成３１年度一般会計当初予算

串本町の給与などをお知らせします

大島中学校卒業式・閉校式

串本古座高校古座校舎卒業式・閉校舎式

まちのわだい

アレルゲン免疫療法外来を４月から開設します／関

節専門外来のお知らせ／医師異動のお知らせ

ゴールデンウィークの外来診療について／自衛官等

募集のお知らせ

消費者行政についてー第１２回ー／串本を元気にす

る事業を募集します

国保健全財政の維持に向けて（第５０回）

保健センターだより

地域おこし協力隊退任のごあいさつ

よろこびかなしみ／串本町コミュニティバス回数券

を交付します

火災・救急件数／人口と世帯／お知らせ

相談／今月の納税

保
存
期
間
が
５
年
と
長
く
、
災
害
用
備
蓄
水
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
う
串
本
の
水
で
す
。
地
震
等
の
災

害
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
「
な
ん
た
ん
水
」
の
備

蓄
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

「
な
ん
た
ん
水
」
は
、
串
本
町
役
場
本
庁
舎
窓
口

ま
た
は
古
座
分
庁
舎
窓
口
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

※
な
ん
た
ん
水
は
１
本
（
１
０
０
円
）
か
ら
ご
購
入

　
で
き
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
◇

　
串
本
町
役
場
　
水
道
課
（
古
座
分
庁
舎
）　

　
℡
　
０
７
３
５
‐
７
２
‐
０
０
８
２

本
州
最
南
端
の
め
ぐ
み

モンド
セレクション
2018

最高金賞
受賞

４月７日（日）は 和歌山県議会議員一般選挙 の投票日です

～　棄権することなく投票しましょう　～

◎投票日　　　平成３１年４月７日（日）

◎投票時間　　投票日当日の投票時間は、
　　　　　　　午前７時～午後７時です。

◎期日前投票について
　投票日当日に仕事や旅行等の予定がある方などは、
　期日前投票ができます。
　○期間　　　　   平成３１年３月３０日（土）～４月６日（土）
　○場所 ･時間　　串本町役場本庁舎別館１階会議室（午前 8 時 30 分～午後 8 時）
　　　　　　　　   串本町役場古座分庁舎 1 階ロビー（午前 8時 30分～午後 6時）
　※古座分庁舎の投票時間を 2時間短縮し、午後 6時までとしています。

投票区 投票場所の名前 行政区

第 1 投票区 串本町役場 東、矢ノ熊、大水崎、サンゴ台

第 2 投票区 串本小学校体育館 北、袋

第 3 投票区 三区会館 西、南、植松

第 4 投票区 串本中学校 堀笠嶋

第 5 投票区 旧錦富小学校体育館 二色、高富

第 6 投票区 橋杭集会所 鬮野川

第 7 投票区 串本町公民館潮岬支館 潮岬

第 8 投票区 潮岬平松コミュニティセンター 平松、萩尾、塔石

第 9 投票区 出雲集会所 出雲

第10投票区 串本町公民館有田支館 有田

第11投票区 串本町公民館田並支館 田並

第12投票区 田並上多目的集会所 田並上

第13投票区 江田多目的集会所 江田

第14投票区 旧赤瀬小学校 田子、安指

第15投票区 串本町公民館和深支館 和深、里川

第16投票区 紀伊大島開発総合センター 大島

第17投票区 須江・浜須賀集会所 須江、（自衛隊）

第18投票区 樫野集会所 樫野

投票区 投票場所の名前 行政区

第19投票区 老人憩の家　福寿荘 姫川、姫

第20投票区 伊串多目的集会所 伊串

第21投票区 西向中学校 目津大浦、神野川

第22投票区 旧西向幼稚園 原町、上ゲ地、住吉

第23投票区 岩渕青年クラブ 岩渕

第24投票区 古田コミュニティセンター 古田

第25投票区 中湊コミュニティセンター 中湊、上ノ丁、上野山

第26投票区 消防団拠点施設 中ノ丁、下ノ丁

第27投票区 津荷集会所 津荷

第28投票区 山村交流センター 田原

第29投票区 上田原生活改善センター 上田原

第30投票区 佐部集会所 佐部

■投票所の一覧（入場券に記載されている投票所をご確認ください。）

※投票所入場券は、選挙人名簿に登録された方に郵送します。
※なお、選挙人名簿に登録された方は、入場券がなくても投票することができます。

「届けよう！  みんなの声を県政へ！」

「串本町選挙管理委員会」からのお知らせ
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平
成
31
年
　
第
１
回
定
例
会
　
施
政
方
針
【
要
旨
】

　
平
成
31
年
串
本
町
議
会
第
１
回
定
例

会
が
３
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

３
月
25
日
ま
で
の
20
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
は
町
政
運
営
に

関
す
る
所
信
を
述
べ
、
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
建
設
設
計
業
務
は
、
平
成
30
年

４
月
に
取
り
か
か
り
、
基
本
設
計
は
平

成
31
年
１
月
に
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
実
施
設
計
に
つ
い
て
本
年
６

月
末
の
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、

い
よ
い
よ
建
築
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、
災
害
発
生
時
に
は
防
災

対
策
の
拠
点
と
な
る
設
備
を
備
え
る
と

と
も
に
、
現
在
、
分
散
し
て
い
る
役
場

各
課
等
を
集
約
し
、
で
き
る
限
り
コ
ン

パ
ク
ト
で
機
能
的
な
庁
舎
と
い
た
し
ま

　
昨
年
は
、
３
つ
の
大
型
台
風
が
近
畿

地
方
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

当
町
は
、
台
風
24
号
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
が

な
か
っ
た
地
域
で
国
道
42
号
越
波
に
よ

る
民
家
へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

改
め
て
、
災
害
現
場
で
は
想
定
外
の
こ

と
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
防
災

対
策
に
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
田
並
上
地
区
に
建
設
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
防
災
拠
点
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
に
用
地
買
収

が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
施

設
建
設
予
定
地
へ
の
避
難
路
整
備
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
と
の
協
力
体
制
が
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。
平
成
31
年
度
も
地
域
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
国
や
県
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
防
災
対
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
。
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
財
政
面
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
、
財
源
と
し
て
計
画
し
て
お

り
ま
す
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
期

限
と
な
る
２
０
２
１
年
３
月
末
ま
で
に

建
築
工
事
が
完
了
す
る
よ
う
全
力
で
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
当
町
に
お
け
る
火
災
発
生

件
数
は
11
件
で
あ
り
、
う
ち
建
物
火

災
が
４
件
、
車
両
火
災
が
２
件
、
そ

の
他
の
火
災
が
５
件
、
損
害
額
は

１
０
９
万
７
千
円
で
、
人
的
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

火
災
予
防
啓
発
お
よ
び
防
火
意
識
の
向

上
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
救
急
出
場
件
数
は
１
４
４
５

件
で
、
１
３
３
７
名
の
方
を
搬
送
し
ま

し
た
。
救
急
業
務
に
お
い
て
は
、
救
急

救
命
士
、
指
導
救
命
士
の
養
成
に
努
め
、

救
急
隊
全
体
の
知
識
と
技
術
の
習
得
を

図
り
、
さ
ら
な
る
救
命
率
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

■ 

役
場
庁
舎
の
建
設

■ 

生
活
の
安
心
安
全
対
策
の

　 

充
実

新庁舎窓口イメージ図

ア
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、高
齢
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日

常
生
活
動
作
）
向
上
の
た
め
外
来
通
所

リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
。
ま
た
、
常
勤
の
社

会
福
祉
士
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
退
院

支
援
と
在
宅
医
療
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
訪
問
看
護

部
の
拡
充
も
図
り
な
が
ら
、
医
療
と
介

護
の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
医
師
体
制

　
新
年
度
の
医
師
体
制
で
は
、
新
た
に

内
科
医
師
１
名
の
増
員
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
整
形
外
科
は
２
名
体
制
と
な

り
ま
す
が
、
本
年
１
月
よ
り
す
で
に
近

畿
大
学
整
形
外
科
教
室
よ
り
膝
関
節
の

専
門
医
を
派
遣
い
た
だ
き
、
専
門
外
来

を
開
設
し
、
人
工
関
節
置
換
術
も
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
膝
関
節
の

手
術
は
、
多
く
の
方
が
待
ち
望
ん
で
い

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

診
療
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
は
、
教
育

の
充
実
、
専
門
部
署
の
増
員
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
初
期
投
資
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
将

来
の
経
営
安
定
化
に
向
け
、
で
き
得
る

限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　◇
く
し
も
と
こ
ど
も
園
　

　
施
設
の
老
朽
化
と
、
近
い
将
来
に
発

生
が
予
想
さ
れ
る
三
連
動
地
震
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
高
台

へ
の
新
設
移
転
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
１
月
の
新

園
舎
開
園
を
目
指
し
、
平
成
31
年
度
よ

り
２
年
を
か
け
基
本
・
実
施
設
計
を
行

い
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
建
設
の
予
定

で
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◇
潮
岬
こ
ど
も
園
　

　
潮
岬
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
よ
り
幼
稚
園
型
の
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
、
３
歳
以
上
の
保
育
を
必
要

と
す
る
児
童
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
教

育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
施

設
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
病
児
保
育
　

　
く
し
も
と
町
立
病
院
内
に
病
児
保
育

室
を
開
設
し
、
病
気
療
養
中
の
た
め
保

育
所
な
ど
で
の
集
団
生
活
が
困
難
な
児

童
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
保
護
者
が
子

育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■ 
子
育
て
支
援

平成３１年　第１回定例会　施政方針　

◇
消
防
装
備
お
よ
び
施
設
整
備

　
串
本
消
防
署
に
水
難
救
助
資
機
材
搬

送
車
、
救
難
救
命
ボ
ー
ト
、
和
深
分
団

に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
、
潮
岬

地
区
に
耐
震
性
防
火
水
槽
の
設
置
等
、

計
画
的
に
配
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
31
年
度
に
お
い
て
も
消
防
車
両
、
耐

震
性
防
火
水
槽
の
整
備
を
行
い
、
防
災

力
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
防
災
訓
練

　
串
本
・
古
座
川
官
公
署
等
連
絡
協
議

会
で
は
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
海

上
保
安
署
他
関
係
機
関
で
津
波
災
害
対

応
実
践
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、
警
察
と

の
水
難
救
助
訓
練
、
和
歌
山
県
防
災
航

空
隊
と
の
合
同
訓
練
を
実
施
。
今
後
も

連
携
強
化
を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
竹
村
病
院
事
業
管
理
者
が
着
任
さ
れ

て
、
早
や
１
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
診
療
の
質
と
領
域
を
高
め
る
た

め
の
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
や
、
開
院

後
初
の
認
定
看
護
師
の
育
成
に
つ
い
て

は
現
在
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
病
院
運
営
の
根
幹
と
な
る
医
療

安
全
、
感
染
制
御
に
つ
い
て
も
、
多
種

職
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
新
た
に
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
よ
り
安
全
で

質
の
高
い
医
療
が
提
供
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
、
睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
、

糖
尿
病
合
併
症
予
防
外
来
、
夜
尿
症
外

来
等
々
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
多
く
の

方
に
受
診
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
子
育
て
層
へ
の
支
援
拡
充
の
た
め

に
始
め
ら
れ
た「
小
児
科
の
午
後
診
療
」

と
「
日
曜
日
の
初
期
診
療
」
に
あ
っ
て

は
、
県
や
和
医
大
を
は
じ
め
各
方
面
か

ら
評
価
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
何
よ
り

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
喜
び
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

◇
地
域
包
括
ケ
ア
　

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
地
域
包
括
ケ

■ 

く
し
も
と
町
立
病
院

関係機関が連携して行った災害対応実践訓練
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夫
を
す
る
と
と
も
に
、
給
食
の
献
立
や

食
材
、
生
産
者
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、

食
育
の
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
よ
り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
潮
岬
こ
ど
も
園
へ
の
給
食
の
提
供

が
始
ま
り
ま
す
。
安
心
安
全
な
給
食
を

提
供
す
る
た
め
「
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
」
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
さ
ら
な

る
徹
底
に
努
め
、
学
校
給
食
事
業
の
円

滑
な
運
営
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
生
涯
教
育
　

　
大
規
模
改
修
を
終
え
た
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
「
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
ま
つ
り
」
等
の
既
存
行
事
や
町
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
社
会
情
勢
に
応
じ

た
講
座
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
和
歌
山
県
内

に
お
い
て
「
第
36
回
国
民
文
化
祭
わ
か

や
ま
２
０
２
１
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
決
定
し
て
お
り
、
串
本
町
で
も
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
開
催
に
向
け
準

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
　

　
健
康
と
体
力
向
上
を
図
る
取
組
と
し

て
、
第
20
回
と
な
る
本
州
最
南
端
グ
ラ

　
本
年
11
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４

日
間
、
和
歌
山
県
内
の
21
市
町
に
お
い

て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や

ま
２
０
１
９
（
第
32
回
全
国
健
康
福

祉
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で

は
、
11
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
、
サ

ン
・
ナ
ン
タ
ン
ラ
ン
ド
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
多
く
の

方
々
が
来
県
さ
れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、

お
も
て
な
し
の
心
で
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
体

や
こ
れ
ま
で
の
開
催
県
な
ど
の
状
況
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
各
種
団
体
と
も
連

携
を
密
に
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　◇
空
調
設
備
整
備
　

　
近
年
、
夏
場
の
猛
暑
に
よ
り
小
中
学

校
に
お
け
る
学
習
環
境
が
悪
化
し
て
お

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
面
は
も
と
よ

り
、
学
習
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
空
調
整
備
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成

31
年
度
は
小
学
校
普
通
教
室
の
空
調
整

備
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒
が
意
欲
を

も
っ
て
学
べ
る
よ
う
、
学
習
環
境
の
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
外
国
語
教
育
　

　
幼
少
か
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
小

学
校
で
実
施
さ
れ
る
外
国
語
教
育
に
対

応
す
る
た
め
、
英
語
指
導
助
手
の
配
置

継
続
・
拡
充
を
図
り
、
保
育
所
、
こ
ど

も
園
、
小
中
学
校
に
お
け
る
系
統
的
な

英
語
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
学
校
給
食

　
行
事
食
や
郷
土
料
理
、
中
学
３
年
生

に
よ
る
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
工

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
記
念
大
会
や
各
種
大

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
３
年
連
続
入
賞
を
果
た
し
た

県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
代
表
チ
ー
ム
の

活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
昨
年
４
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大

江
戸
温
泉
物
語
南
紀
串
本
の
効
果
に
よ

り
、
平
成
30
年
観
光
客
動
態
調
査
に
お

け
る
宿
泊
客
数
は
、
46
万
１
７
５
９
人

と
過
去
最
高
の
数
値
と
な
り
、
対
前
年

比
２
０
１
・
６
％
で
あ
り
ま
し
た
。
年

末
の
12
月
に
限
れ
ば
２
４
７
・
９
％
と

大
き
な
伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成３１年　第１回定例会　施政方針　

■ 

学
校
教
育
の
充
実

■ 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国

　 

わ
か
や
ま
２
０
１
９

■ 

生
涯
教
育
お
よ
び

　 

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

■ 

い
き
い
き
と

　 

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

本州最南端グラウンドゴルフ交歓大会

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
長

寿
を
実
感
し
、
世
代

を
超
え
た
交
流
の
絆

を
深
め
る
大
会
と
な

り
ま
す
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

串本町PR
キャラクター
「まぐトル」

◇
古
民
家
活
用
事
業
　

　
稲
村
亭
が
無
事
に
改
修
工
事
を
終
え
、

「
Ｎニ

ッ

ポ

ニ

ア

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
　
Ｈホ

テ

ル

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

串
本
　
熊く
ま
の
か
い
ど
う

野
海
道
」
と
し
て
４
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
現
在
、
２
棟
目
と

し
て
園
部
邸
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
運
営
事
業

者
の
職
員
数
名
が
移
住
し
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
が
進
む
な
か
、

今
後
も
さ
ら
に
棟
数
を
増
や
し
、
ま
ち

な
か
観
光
と
移
住
定
住
を
結
び
つ
け
た

取
組
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
橋
杭
岩
周
辺
の
活
性
化
　

　
世
界
的
大
手
旅
行
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト

認
証
を
５
年
連
続
受
賞
や
国
内
最
大
級

年
度
に
お
い
て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
数
年
前
か
ら
様
々
な
施

策
を
い
く
つ
も
手
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、

今
ま
さ
に
花
を
咲
か
せ
、
実
を
結
ぼ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
串
本
町
の
恵
ま
れ

た
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
人
の
温
か
さ

に
触
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
常
生

活
の
中
に
あ
る
「
発
見
」
を
求
め
て
町

中
を
自
由
気
ま
ま
に
散
策
で
き
る
、
そ

ん
な
未
知
な
る
新
し
い
旅
の
提
案
を
世

界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
株
式
会
社
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
ズ
チ
ー
ム
と
契

約
し
て
い
ま
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
機
器
の
入
替
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
２
月
７
日
に
納
品
さ
れ
、
２
月
９

日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
財
源
は
す
べ
て
、
ふ
る
さ
と
の
ま
ち

づ
く
り
応
援
寄
付
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
料
金
は
４
月

１
日
か
ら
改
正
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
機
器
を
一
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
増
進
な
ど
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平成３１年　第１回定例会　施政方針　

■ 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
写
真
総
合
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
「
ア
フ

ロ
」
の
絶
景
・
海
部
門
に
お
い
て
ダ
ン

ト
ツ
の
日
本
一
に
輝
く
な
ど
、
橋
杭
岩

の
注
目
度
が
一
気
に
上
昇
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
橋
杭
岩
の
魅
力
を
企
業
誘
致

に
活
か
し
た
取
組
と
し
て
、
積
水
ハ
ウ

ス
と
マ
リ
オ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
よ
る
「                     

道
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
ホ

テ
ル
が
今
年
６
月
着
工
、
来
年
10
月
開

業
予
定
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
世
界
各
国

に
１
・
１
億
人
の
会
員
数
を
誇
る
マ
リ

オ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
串
本
町
の
情
報
を

世
界
へ
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
外
国
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
増
加

が
期
待
で
き
ま
す
。

◇
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　

　
今
年
７
月
完
成
予
定
の
「
南
紀
熊
野

ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
は
、
南
紀
10

市
町
村
に
ま
た
が
る
ジ
オ
サ
イ
ト
の
紹

介
や
展
示
、
学
習
、
情
報
発
信
、
調
査

研
究
を
行
う
施
設
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
た
新
た
な
人
の
流
れ
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
和

歌
山
県
と
串
本
町
が
共
同
で
、
Ｊ
Ｒ
串

本
駅
・
大
型
宿
泊
施
設
・
潮
岬
・
樫
野

崎
・
橋
杭
岩
を
巡
回
す
る
周
遊
バ
ス
事

業
を
計
画
し
て
お
り
、
関
連
予
算
を
新

リニューアルしたＢ＆Ｇ海洋センターのトレーニングルーム

４月にオープン予定の稲村亭

潮岬に建設中の南紀熊野ジオパークセンター

Ｔr
pi

Ｂ
a
es

ト
リ
ッ
プ

ベ
ー
ス
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　先の第１回定例会において串本町の平成３１年度一般会計当初予算が決まりました。今回の当初
予算額は１０３億４，６００万円で、平成３０年度当初予算と比較して７億１，５００万円（７．４％）
の増加となりました。今月号では、当初予算の概要についてご紹介いたします。
　（金額は項目ごとに１万円未満を端数処理しており、合計額と予算総額は一致しません。）

■ 用語解説

平成３１年度当初予算額 は １０３億 4,600 万円

町税
13 億 9,691 万円

（13.5%）

分担金および負担金
6,577 万円

（0.6%）

地方交付税
45 億円

（43.5%）

財産収入・寄附金
繰入金・繰越金

諸収入
11 億 2,100 万円

（10.8%）

使用料および手数料
1 億 6,605 万円

（1.6%）

国庫支出金
9 億 493 万円

（8.7%）

県支出金
7 億 5,444 万円

（7.3%）

町債
10 億 6,190 万円

   （10.3%）

その他（地方消費税交付金など）
3 億 7,500 万円（3.7%）

民生費
28 億 6,210 万円

（27.7%）

総務費
15 億 1,128 万円

（14.6%）

衛生費
14 億 1,958 万円

（13.7%）

教育費
7 億 9,355 万円

（7.7%）

公債費
14 億 5,467 万円

（14.1%）

その他　9,510 万円（0.9%）
　※議会費  　　8,929 万円
　※予備費      　    500 万円
　※災害復旧費        81 万円　

消防費
5 億 6,082 万円

（5.4%）

農林水産業費　2 億 2,546 万円（2.2%）
商工費　3 億 150 万円（2.9%）

歳出総額
103 億 4,600 万円

土木費
11 億 2,196 万円

（10.8%）

自主
財源

（26.5%）
依存
財源

（73.5%）

　歳入では、自動車取得税交付金や寄附金などの減収を見込む一方、県支出金や町債などの増収を見込ん
でいます。歳出では、地籍調査事業により物件費、サンゴ台中央線新設事業や道の駅駐車場整備事業など
により普通建設事業費などが増加しており、財政調整基金を３億５，７００万円取り崩しています。また、
皆さまからご寄付いただいたふるさとのまちづくり応援寄付金は、子育て支援事業の病児保育室新設工事
や水産業強化支援事業の築いそ・投石工事などに活用させていただいております。

■ 平成３１年度予算の特徴

【歳出】 【歳入】

全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務
などに使われる経費
福祉サービス、医療費、こども園の運営など
町民の生活と社会生活の保障に使われる経費
予防接種や健康診断などの保健関係、
ごみ処理などの衛生関係に使われる経費
農業、林業、漁業の振興に使われる経費
商業や工業の振興、
観光事業等に使われる経費

[ 歳出 ]
総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費

道路や公園、住宅などの整備に使われる経費
消防・救急のために使われる経費
小・中学校の運営や体育施設、図書館の管理、
生涯学習などの教育関係に使われる経費
町の債務（借金）の返済に使われる経費

町が自主的に徴収できる財源のこと
国や県から交付されたり、借金によって
まかなったりする財源のこと

土木費
消防費
教育費

公債費

[ 歳入 ]
自主財源
依存財源

……
……
……

……

……
……

……

……

……

　…
……

会 計 名 予 算 額 概 要

後期高齢者医療特別会計 5億4,532万円 高齢者への医療費給付事業のための会計

国民健康保険事業特別会計 25億7,234万円 国民健康保険に係る医療費給付のための会計

介護保険事業特別会計 25億24万円 介護サービス給付のための会計

病 院 事 業 会 計 22億630万円 くしもと町立病院の会計

水 道 事 業 特 別 会 計 5億9,724万円 飲料水供給のための会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計 9,291万円 サンゴ台地区の下水道事業の会計

住宅資金貸付事業特別会計 1,962万円 住宅の新築、改修および宅地取得資金貸付事業に係る会計

各 財 産 区 特 別 会 計 1億8,814万円 串本・潮岬・出雲・田並・和深・古座・西向・田原財
産区の合計

合 計 87億2,211万円

人件費
18億 5,198 万円
（17.9%）

物件費
17億 6,553 万円
（17.1%）

扶助費
11億 3,957 万円
（11.0%）

維持補修費
8,085 万円
（0.8%）

補助費等
13億 9,303 万円
（13.4%）

普通建設事業費
12億 8,804 万円
（12.4%）

繰出金
10億 9,153 万円
（10.5%）

積立金
2億 3,636 万円
（2.3%）

投資および出資金、貸付金
3,866 万円（0.4%）

災害復旧事業費、
予備費
581 万円（0.1%）

性質別歳出

公債費
14億 5,467 万円
（14.1%）

【特別会計】
特別会計とは、一般の歳入歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。
平成３１年度の各特別会計予算の合計は８７億２，２１１万円となりました。
また、一般会計予算と各特別会計予算を合計すると１９０億６，８１１万円となりました。

町民 1人当たりに
換算すると…

町民１人当たりの町税

8万 6,384円
町民１人当たりに使うお金

63万 9,787円
町民１人当たりの借金残高（31年度末見込）

80万 8,510円
ただし、交付税措置により実質的に

21万 3,623円
※上記金額は、平成３１年２月末現在の 
　人口（１６，１７１人）を用いて、一般
　会計ベースで試算したものです。
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基金（積立金）と町債（借入金）について
【基金の状況】
　町が行っている積立（貯金）を基金と言います。一般会計には、年度間の財源の調整を図るため
の財政調整基金、町債の償還財源を確保するための減債基金、合併市町村振興基金やふるさとのま
ちづくり応援基金など特定の事業の財源とするための１５の特定目的基金があります。特別会計に
は、介護給付費準備基金など３つの基金があります。
　平成３１年度は、一般会計当初予算において財政調整基金を３億５，７００万円取り崩した予算
編成となっています。また、病児保育室新設工事や築いそ・投石工事などの財源として、ふるさと
のまちづくり応援基金を２，８１６万円取り崩しています。

平成30年度末現在高 平成31年度積立額 平成31年度取崩額 平成31年度末現在高
（一　般　会　計）
財 政 調 整 基 金 8億4,714万円 7万円 3億5,700万円 4億9,021万円
減 債 基 金 5億9,870万円 5,568万円 4,336万円 6億1,102万円
特 定 目 的 基 金 18億7,165万円 1億7,595万円 2億4,113万円 18億647万円
小 計 33億1,749万円 2億3,170万円 6億4,149万円 29億770万円

特 別 会 計 1億5,460万円 1万円 1,544万円 1億3,917万円
合 計 34億7,209万円 2億3,171万円 6億5,693万円 30億4,687万円

※いずれも見込み値

【町債の状況】
　町債は、道路や給食センターの建設など様々な事業を行うための借金のことで、過疎対策事業債
や合併特例事業債など事業の内容に応じていろいろな種類があります。平成３１年度は、一般会計
１０億６，１９０万円、病院事業会計２，３００万円、下水道事業特別会計４，６９０万円を新たに
借り入れる予定です。
　特別会計は、病院事業、水道事業、下水道事業、住宅資金貸付事業の合計となります。

　町債を借り入れると、公債費として翌年度からその償還を行う必要がありますが、償還金の一部
が普通交付金税で補てんされる仕組みとなっているものがあります。
　例えば、過疎対策事業債や合併特例事業債は元利償還金の７０％が、臨時財政対策債は１００％
が普通交付税で補てんされます。
　串本町は合併特例事業債を発行することが可能であり、このように有利な町債を選択するように
努めています。一方で、公営住宅建設事業債のように交付税措置のない町債もあります。

　このことから計算すると、一般会計の平成
３１年度末町債残高見込額の約１３１億円
は、全てが町負担となるのではなく、うち
７４％にあたる約９６億円が交付税措置さ
れ、約３５億円が実質の町負担となり、町民
１人当たりの負担額は２１万３，６２３円と
なります。

平成30年度末残高 平成31度借入額 平成31年度償還額 平成31年度末残高
一　般　会　計 132億3,877万円 11億9,930万円 13億6,365万円 130億7,442万円
特 別 会 計 32億773万円 6,990万円 2億3,196万円 30億4,567万円
合 計 164億4,650万円 12億6,920万円 15億9,561万円 161億2,009万円
※いずれも見込み値

3,000万円

7,000万円

例えば１億円を合併特例債で借り入れると…

まちづくりのおもな施策

４億５，５２８万１千円
工事業務委託料、水道管移設補償費、歩道舗装
工事等の予算を計上。

６，８２１万円
前地中央線、３号線、４号線の拡幅工事に係る
予算を計上。

４，０６８万円
残土処分場の整備に向けた用地購入費等の予算
を計上。

１億５１０万円
道の駅くしもと橋杭岩の駐車場整備に係る予算
を計上。

５，０００万円
動鳴気漁港の機能保全に係る工事請負費の予算
を計上。

■サンゴ台中央線新設事業

３６６万７千円
南紀熊野ジオパークセンターなどの町内観光施
設を結ぶ循環バス運行に係る予算を計上。

■（仮称）串本町観光ループバス

２億２，４９８万２千円
工事請負費、道路用地購入費等の予算を計上。

■サンゴ台７号線改良事業

２，３１３万円
新庁舎建設に向けた基本・実施設計業務の予算
を計上。

■新庁舎建設事業

１億９，５５８万１千円
津荷、中湊、西向、神野川地区の地籍調査事業
に係る予算を計上。

■地籍調査事業

１，７６０万円
避難路整備に係る工事請負費の予算を計上。

■田並地区地域防災拠点施設整備事業

■前地町営住宅建替事業 ■有田残土処分場整備事業

１，７２５万４千円
くしもとこども園建設に向けた基本・実施設計
業務の予算を計上。

■くしもとこども園新設事業

■道の駅駐車場整備事業 ■動鳴気漁港機能保全事業

１，５６５万２千円
くしもと町立病院内に病児保育室を新設するた
めの予算を計上。

■子育て支援事業

　運行支援協議会

７４５万３千円
ねんりんピック紀の国わかやま２０１９開催に
係る予算を計上。

■ねんりんピック開催経費

１，７８０万８千円
町内小学校（９校）の空調設備整備に係る設計
業務委託料の予算を計上。

■学校空調設備整備事業
１，２３２万８千円

上野山地区に耐震防火水槽を新設するための予
算を計上。

■防火水槽整備事業
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串本町の給与などをお知らせします
串本町では、住民福祉の向上や豊かな町づくりのため、さまざまな事務・事業を行っています。
ここでは、これらの仕事に携わっている町職員の給与・定員管理等の現状についてお知らせします。
※ここでお知らせする給与等は、すべて税や各種保険料等を差し引く前の額です。

❶ 人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
(２9 年度末 )

歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率

Ｂ/Ａ
２８年度

人件費率（参考）

16,457 人 104 億 7,669 万円 2 億 5,919 万円 18 億 2,981 万円 17.5％ 18.8%
※人件費には町長や副町長など特別職に支給される給料や手当、町議会議員や各種委員会報酬等を含んでいます。

❷ 職員給与費の状況（平成 29 年度普通会計決算）

職員数
A

給　　与　　費 １人当たり
給与費
Ｂ/Ａ

28年度平均１人
当たり給与費

（参考）給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

232 人 8 億 1,033 万円 1 億 1,563 万円 3 億 1,501 万円 12 億 4,097 万円 535 万円 543 万円
※１ 職員手当には退職手当を含んでいません。
　２ 職員数は平成29年４月１日現在の人数です。

❹ 職員の初任給の状況
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区 分 串本町

一般
行政職

大学卒 179,200 円

高校卒 147,100 円

❸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

一般行政職 10 年 15 年 20 年

大学卒 253,625 円 289,350 円 320,550 円

高校卒 238,867 円 254,675 円 298,400 円

❺ 職員の平均年齢・給料月額・給与月額の状況
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.3 歳 301,883 円 340,151 円

技能労務職 52.11 歳 272,400 円 281,866 円

教 育 職 45.0 歳 319,833 円 346,883 円

消 防 職 35.7 歳 260,355 円 318,338 円
※1　
　2

「平均給料月額」とは職種ごとの職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域
手当などのすべての諸手当（期末・勤勉手当および退職手当を除
く。）の額を合計したものであり、平成30年度地方公務員給与実
態調査において明らかにされているものです。

❻ 一般行政職の級別職員数の状況
（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区 分 標準的な
職務内容 職員数 構成比

1 級 主事･技師 18 人 15.6%

2 級 主 査 14 人 12.2%

3 級 主 任 44 人 38.3%

4 級 班 長 13 人 11.3%

5 級 副 課 長 16 人 13.9%

6 級 課 長 10 人 8.7%
※1　串本町の給与条例に基づく給料表の級

区分による職員数です。

❼ 職員手当（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区 分 支給割合 １人当たり
平均支給額 加算措置の状況

期末手当 2.60 月分
130 万円 管 理 職：なし

役 職：5 ～ 10%勤勉手当 1.80 月分
※企業職を除きます。

　2 標準的な職務内容とは、
それぞれの級に該当する
代表的な職務です。

※1　
　2

各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。
平成２７年までにおける教育部門職員数には、教育長1人を含み
ます。

公営企業等消防教育一般行政

29

28

27

26

年度
135

62 135

6231

31

133

1326021151 36430

135

128 356

363

137 65 13326 361

6422146 132 364

　 職員数の推移●11

合計 364
（単位：人）

20 歳未満 , 660 歳以上 , 1

56 - 59 歳

52 - 55 歳

48 - 51 歳

44 - 47 歳

40 - 43 歳 36 - 39 歳

32 - 35 歳

28 - 31 歳

24 - 27 歳

20 - 23 歳

18
26

39

49

36

27

38

30

35

59

　 年齢別職員構成の状況（平成30年4月1日現在）●12

　 特別職の給料・報酬・手当等（平成30年4月1日現在）

区 分 金額（月額）

期

末

手

当

支給割合
（29年度）

給
料

町　長 664,000円 2.60月分
（加算）
給料月額の35％副町長 560,000円

報
酬

議　長 270,000円 2.60月分
（加算）
給料月額の10％

副議長 215,000円

議　員 200,000円

区 分

退

職

手

当

算定方式 手当額
（1期分） 支給時期

町　長
退職日の給料月額
×在職月数
×43.3/100

1,380万円
任期毎
もしくは
通算

副町長
退職日の給料月額
×在職月数
×25.8/100

693万5千円

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額およ
　び支給率に基づき、１期（４年）勤めた場合における退職手当
　の見込額です。

●10

❾ その他の手当（平成29年度決算）

手当の名称 支給実績 支給対象職員1人
当たり平均支給年額

特殊勤務手当 497万 4千円 8万１千円

時間外勤務手当 3,673万円 18万 6千円

扶 養 手 当 3,512万円 24万 9千円

住 居 手 当 1,147万 3千円 25万 9千円

通 勤 手 当 1,560万 5千円 6万7千円

管 理 職 手 当 1,026万円 21万 1千円

休日勤務手当 928万 4千円 16万 2千円

夜間勤務手当 364万 7千円 6万3千円

宿 日 直 手 当 240万 9千円 2万円
管 理 職 員
特 別 勤 務 手 当 72万 7千円 1万2千円

※企業職を除きます。

❽ 職員の退職手当（平成30年4月1日現在）

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 19.6695月分 24.586875月分

勤続 25 年 28.0395月分 33.27075月分

勤続 35 年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
1人当たり
平均支給額

（平成29年度）
44万円 2,142万円

その他の
加算措置

定期前早期退職特例措置
（2～20%）

※1　

　2

退職手当の1人当たりの平均支給額は、平成29年度
に退職した職員に支給された手当のうち、任期付き
職員を除いた平均額です。
企業職を除きます。
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本
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
し
、
串
本

中
学
校
に
統
合
し
た
大
島
中
学
校
で
３
月

16
日
、
最
後
の
卒
業
式
と
閉
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
22
年
に
旧
海
軍
兵
舎
を

改
造
し
た
仮
校
舎
で
開
校
。
近
年
は
少
子

化
が
進
み
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
閉
校
す
る
こ
と
が
平

成
29
年
度
に
決
ま
り
ま
し
た
。
最
後
の

生
徒
７
名
を
含
む
卒
業
生
の
総
人
数
は
、

２
５
９
６
名
に
な
り
ま
す
。

　
卒
業
式
で
は
、
布
引
伸
幸
校
長
が
「
自

分
の
夢
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
分
自
身

と
闘
い
な
が
ら
、
人
生
を
切
り
開
い
て
い

く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
記
念
品
や
保
護
者
の
方
々
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
歌
が
卒
業
生
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
の
西
本
光
羽
さ
ん
は
、
３

年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
あ
い

さ
つ
。
２
年
生
の
時
に
、
串
本
中
学
校
に

行
く
の
で
は
な
く
、
下
級
生
の
い
な
い
大

島
中
学
校
に
残
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
決

め
た
こ
と
に
も
触
れ
「
そ
の
決
断
に
後
悔

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
７
名
の
卒
業
生
は
、
最
後
に
全
員
で
先

生
や
保
護
者
の
方
々
に
感
謝
の
言
葉
を
伝

え
、『
仰
げ
ば
尊
し
』
を
斉
唱
し
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
閉
校
式
で
布
引
校
長

地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
72
年

大
島
中
学
校
卒
業
式
・
閉
校
式

１2

４ ３５

６７

８９

は
、
島
内
の
３
地
区
を
同
校
が
結
び
つ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
校
章
に
触
れ
た
う
え
で
「
学
校
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
校
章
の
よ
う
に

３
つ
の
地
区
が
力
を
合
わ
せ
、
紀
伊
大
島

と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
学
校
の
歴
史

を
振
り
返
る
映
像
の
上
映
が
行
わ
れ
、
生

徒
代
表
の
福
島
夕
夏
さ
ん
が
、
携
わ
っ
て

く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
に
出
席
さ
れ
た
ハ
サ
ン
・

ム
ラ
ッ
ト
・
メ
ル
ジ
ャ
ン
駐
日
ト
ル
コ
共

和
国
特
命
全
権
大
使
が
、
卒
業
生
に
記
念

品
を
贈
呈
し
「
本
日
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て
も
特
別
な
存
在
で

す
。
ト
ル
コ
を
自
分
の
家
だ
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
謝
辞
、
出
席
者
に
よ

る
『
ふ
る
さ
と
』
と
校
歌
の
斉
唱
の
あ
と
、

布
引
校
長
が
町
教
育
委
員
会
へ
校
旗
を
返

納
。
72
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

島
内
住
民
の
方
々
に
よ
る
串
本
節
踊
り
、

島
内
３
地
区
の
獅
子
舞
、
航
空
自
衛
隊
串

本
分
屯
基
地
の
隊
員
に
よ
る
フ
ァ
ン
シ
ー

ド
リ
ル
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
盛
大
な
餅

ま
き
で
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
式
典
に
は
地
域
住
民
の
方
々

な
ど
約
３
５
０
名
が
出
席
。
思
い
出
の
あ

る
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

大島中学校の沿革

昭

　
　和

２２

大島村立大島中学校創立

（大森山の旧海軍兵舎を改造し

仮校舎とする）

生徒数１６７名

２３

１学級増。旧海軍兵舎の炊事場

を教室に改造

旧制中学校より生徒を迎え、さ

らに学級増。生徒数２３８名

２５ 校歌制定

２６ 現在地に校舎完成・移転

２７ 運動場完成

２９
特別教室完成、電話機設置

村民の寄付によりピアノ購入

３２ バックネット完成

４５ 体育館完成

平

　
　成

８

新校舎完成

トルコ共和国より玄関タイルが

寄贈

生徒数３８名

３１ 閉校

①最後の卒業生の皆さん　②卒業証書授与　
③式辞を述べる布引校長　④メッセージと歌
を贈る保護者の方々　⑤卒業生代表のあいさ
つ　⑥卒業式の様子　⑦拍手で送り出される
卒業生の皆さん　⑧学校の歴史を振り返る映
像の上映　⑨卒業生による閉校のあいさつ　
⑩メルジャン大使からの記念品贈呈　⑪布引
校長から潮﨑教育長へ校旗返納　⑫出席者全
員で『ふるさと』と校歌を斉唱　⑬島内住民
の方々による串本節　⑭樫野地区の獅子舞　
⑮自衛隊隊員によるファンシードリル　⑯盛
大に行われた餅まき　⑰校舎に展示された歴
代卒業生の集合写真を見る地域住民の方々
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帰
る
べ
き
母
校
は
い
つ
も
心
の
中
に

　
少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
舎
と

な
っ
た
和
歌
山
県
立
串
本
古
座
高
等
学
校

古
座
校
舎
で
３
月
１
日
、
卒
業
式
と
閉
校

舎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
保
護
者
や
来
賓
の
ほ
か
、
一

昨
年
度
ま
で
の
卒
業
生
や
地
域
住
民
の

方
々
も
出
席
。
約
２
０
０
名
が
最
後
の
卒

業
生
28
名
を
送
り
出
し
、
１
０
０
年
の
歴

史
と
伝
統
あ
る
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
卒
業
証
書
授
与
や
学
校

長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
皆
勤
賞
表
彰
、
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
卒
業
生
代

表
の
池
田
宗
志
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
入
学

後
す
ぐ
に
生
徒
募
集
の
停
止
が
決
ま
っ
た

こ
と
や
、
先
輩
、
後
輩
が
い
な
い
中
で
も

活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
振

り
返
り
「
高
校
生
活
で
得
た
た
く
さ
ん
の

経
験
を
糧
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
立

派
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
執
り
行
わ
れ
た
閉
校
舎
式
で

は
、
愛
須
貴
志
校
長
が
「
古
座
の
伝
統
と

魂
は
、
串
本
古
座
高
校
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
ん
な
苦
難
が
待
ち

受
け
よ
う
と
も
、
こ
の
地
域
と
と
も
に
力

強
く
歩
ん
で
い
く
所
存
で
す
」
と
式
辞
を

串
本
古
座
高
校
古
座
校
舎
卒
業
式
・
閉
校
舎
式

１２

３４５

６７

述
べ
、
卒
業
生
の
宮
下
歌
奏
さ
ん
が
生
徒

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
、
全
員

で
校
歌
と
『
蛍
の
光
』
を
斉
唱
し
、
式
典

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
　

　
同
校
舎
は
、
大
正
７
年
に
古
座
町
・

高
池
町
・
西
向
村
学
校
組
合
立
古
座
実

業
学
校
と
し
て
開
校
。
い
く
つ
も
の
変

遷
を
た
ど
り
、
１
０
０
年
に
渡
っ
て

１
万
５
３
８
０
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。

古座校舎の沿革

大

　正

７

古座町・高池町・西向村学校組

合立古座実業学校設立開校許可

古座実業学校開校

９
古座町・高池町・西向村組合立

古座商業学校と改称

昭

　
　
　
　
　和

４ 熊野実科高等女学校に組織変更

６ 古座高等女学校に昇格認可

１２
県立に移管。和歌山県立古座高

等女学校と改称

２３

学制改革により新たに和歌山県

立古座高等学校設置

普通課程・商業家庭課程

２６ 寄宿舎開設

２８ 校歌制定

２９ 商業家庭課程を家庭課程に変更

３３ 火災により校舎焼失

３４
鉄筋コンクリート３階建校舎・

体育館竣工

３７
普通課程・家庭課程を普通科・

家庭科と改称

３８ 家庭科を家政科と改称

４４ 新寄宿舎愛宕寮完成

４５ 理数科設置

５７ 家政科募集停止

６１ 新生徒ホール完成

６２ グラウンド全面改修工事完了

平

　
　
　
　
　成

１
カナダブリティッシュコロンビ

ア州バニア高校と姉妹校提携

２ モニュメント「栄光」設置

５
本館普通・特別教室棟校舎大規

模改造外部工事完成

１３
新校門・進入路工事完了

理数科募集停止

１９
世界遺産教育開始

ユネスコ協同学校認可

２０
串本高等学校と統合。和歌山県

立串本古座高等学校開校

２９ 古座校舎募集停止

３１ 閉校舎

　「古座高校は君たちがいる限り健在で
ある」、かつて校舎が炎により焼け落ち
た日、その当時の校長が生徒たちへ向け
た言葉。このとおりなら、閉校舎を迎え
たこの先も古座校舎は不滅だろうと思う。
私たちが帰るべき母校は、私たちととも
にいつも心の中にあるのだから。

　１００年もの長きに渡り、私たちの青春を輝かせてくれたこの
場所。私たちの心の中にいつまでも残り続けるこの場所。この学
び舎に関わってくださったすべての人に、全卒業生を代表して感
謝申し上げ、一番最後の生徒としてのあいさつを終えたいと思い
ます。ありがとうございました。さようなら。

【閉校舎式のあいさつ】　生徒代表　宮
みやした

下　歌
う て な

奏さん

①地域住民の方々も出席し
　た卒業式
②卒業証書を受け取るクラスの
　代表者
③あいさつを聞く卒業生の皆さん
④お礼の言葉を述べる卒業生
　代表の池田さん
⑤校歌を歌う卒業生の皆さん
⑥展示された校舎の写真パネル
⑦歴代の卒業生から寄せられた
　たくさんのメッセージ
⑧閉校舎式の様子
⑨式辞を述べる愛須校長
⑩⑪見送られ退場する卒業生

８
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２
月
17
日
に
和
歌
山
市
内
で
行
わ
れ

た
第
18
回
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
に
出
場
し
た
串
本
町
チ
ー

ム
が
、
結
果
報
告
の
た
め
に
３
月
５
日
、

田
嶋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
串
本
町
チ
ー
ム
は
、
１
時
間

13
分
35
秒
の
８
位
で
ゴ
ー
ル
。
３
年
連

続
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
久
保
浩
子
監
督
は
「
苦
し
い
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
選
手
同
士
で
助
け
合
っ

て
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

報
告
。
田
嶋
町
長
は
「
町
が
誇
る
素
晴

ら
し
い
チ
ー
ム
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

３
年
連
続
入
賞
果
た
す

　
近
畿
労
働
金
庫
和
歌
山
地
区
本
部
と

わ
か
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
災

害
用
備
蓄
物
資
と
し
て
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ

ル
１
０
０
セ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
、
２
月

21
日
に
町
役
場
町
長
室
で
寄
贈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
贈
は
、近
畿
労
働
金
庫「
社

会
貢
献
預
金
・
す
ま
い
る
」
の
寄
付
金

を
活
用
し
た
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
同
本
部
の
小
林
茂
本
部
長
は
「
こ

の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
、
様
々

な
面
で
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
ろ
う
き
ん
社
会
貢
献
事
業

災
害
用
備
蓄
物
資
を
寄
贈

串本町チームの皆さん

田嶋町長に寄贈品の目録を手渡す小林本部長

　
串
本
町
立
体
育
館
で
２
月
22
日
、
串

本
町
介
護
予
防
事
業
「
お
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
わ
か
や

ま
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
合
同
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
、
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
年
に
１
回
程
度
、

合
同
交
流
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
交
流
会
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ

の
登
録
者
と
串
本
町
保
健
推
進
員
か
ら

み
ん
な
で
楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

介
護
予
防
事
業
「
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
合
同
交
流
会

45
名
が
参
加
。
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
木
戸
俊
秀
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
的
な
方
法
や
注

意
点
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
意
識
し
て
歩
く
と

思
っ
た
よ
り
も
疲
れ
る
」
な
ど
の
声
が

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
主
に
65
歳
以
上
の
方
か
ら
な
る
８
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
、
串
本
、
潮
岬
、
有
田
、

田
並
、
大
島
、
古
座
、
田
原
地
区
に
あ

り
、
２
月
22
日
現
在
、
１
５
０
名
の
方

が
登
録
し
て
い
ま
す
。

ボールを蹴りながら歩くエクササイズ

リズムに合わせて前後に歩く参加者

Town Topics

多
彩
な
出
演
者
が
日
頃
の
成
果
を
披
露

第
14
回
串
本
町
民
音
楽
祭

　
３
月
３
日
と
10
日
の
２
週
に
渡
り
、

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
14
回
串
本

町
民
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
は
、
旧
串
本
町
で
昭
和
46

年
に
始
ま
り
、
今
回
で
通
算
48
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
串
本
音
楽
協
会
の

西
野
政
和
会
長
は
「
50
年
近
く
続
く
音

楽
祭
は
、
他
の
市
町
村
で
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
町
の
誇
り
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
串
本
海
中
公
園
で
３
月
10
日
、「
く

し
も
と
の
海
体
験
学
習
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
学
習
会
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
て
い
る
串
本
の
海
の
大
切
さ

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
株
式
会
社
串
本
海
中

公
園
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
串
本

町
が
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
。
今
年
は

町
内
の
小
学
生
27
名
と
保
護
者
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
天
候
不
良
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

磯
で
の
観
察
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

海
の
中
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
を
学
ぶ

く
し
も
と
の
海
体
験
学
習
会参

加
者
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
つ
い
て

の
講
座
を
受
け
た
あ
と
、
海
中
観
光
船

や
水
族
館
、
海
中
展
望
塔
で
説
明
を
受

け
な
が
ら
様
々
な
海
の
生
き
物
を
観
察

し
、
水
族
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
水
槽

を
上
か
ら
の
ぞ
い
た
り
、
生
き
物
に
触

れ
る
体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
森
美
枝
館
長
は
「
皆

さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
時
も
素
晴
ら
し

い
自
然
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た

ち
も
頑
張
っ
て
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ウミガメの子どもに触れる参加者

説明を受けながら水槽の中の生き物を観察

　
３
日
の
「
器
楽
・
合
唱
等
の
部
」
に

は
、
琴
や
和
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日

本
舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
な

ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
14
組
が
出
演
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
翌
週
10

日
の
「
バ
ン
ド
の
部
」
に
は
、
ジ
ャ
ズ

や
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ッ
ク
、

ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
な
ど
の
バ
ン
ド
６
組
が

出
演
し
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
会
場
に
響

か
せ
ま
し
た
。
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くしもと町立病院からのお知らせ

ゴールデンウィークの外来診療について
　５月１日（水）に皇太子殿下が新天皇に即位されることに伴い、今年のゴール
デンウィークは４月２７日（土）から５月６日（月）までの１０連休となります。
　「１０連休となると、慢性・急性を問わず患者さまにご負担をおかけすること
になる」との判断から、くしもと町立病院では次の２日間、常勤科に限り特別に
診療を行います。

◇お問い合わせ先◇　くしもと町立病院　℡　０７３５‐６２‐７１１１

お知らせワイド
information

※年齢は２０２０年４月１日現在（自衛官候補生は採用日現在）

※申込方法や試験会場等、詳細はお問い合わせください。

受 験 種 目 応 募 資 格 受 付 試験日・試験会場 採用予定時期

一般曹候補生 　１８歳以上３３歳未満の男女   ２０１９年
  ５月１５日（水）まで

２０１９年５月１２日（日）
和歌山市内 ２０２０年春

自衛官候補生 　１８歳以上３３歳未満の男女 随　時 受付時にお知らせします。
和歌山市内

2019 年夏頃
または

２０２０年春

幹部候補生

・２２歳以上２６歳未満の方
・２０歳以上２２歳未満の大卒者
　（見込含む）
・２８歳未満の修士課程修了者等
　（見込含む）

  ２０１９年
  ５月１日（水）まで

【一般・１次】
２０１９年５月１１日（土）

【パイロット希望・１次】
２０１９年５月１２日（日）

和歌山市内および
全国各都道府県

２０２０年４月頃

自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官等募集のお知らせ

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　０７３５‐２１‐３４４９（ＦＡＸ兼）

　■４月３０日（火）

　■５月　２日（木）　

　○診療科　内科・外科・整形リハビリテーション科・小児科・産婦人科
　○受付時間　７：３０～１１：３０　
　
　○診療科　内科・外科・整形リハビリテーション科・小児科・産婦人科
　○受付時間　・整形リハビリテーション科　７：３０～１１：００
　　　　　　　・上記以外の科　　　　　　　７：３０～１１：３０

　※４月２８日（日）と５月５日（日）の日曜小児初期診療は、通常どおり行います。

※非常勤科（循環器内科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、脳神経外科、心臓血管外科）は、
　連休期間中は休診となります。ご了承ください。
※連休期間中は、帰省される方や観光客の救急受診等で混雑することが予想されます。
　不要不急の場合は、できる限り受診を控えていただきますようご協力をお願いいたします。

お知らせワイド
information

アレルゲン免疫療法外来を４月から開設します！
　アレルギー性鼻炎でつらい思いをされていませんか？くしゃみ、鼻水、目のか
ゆみだけでなく、集中力の低下や睡眠障害などを引き起こし、仕事や勉強の能率
が落ちることも報告されています。

くしもと町立病院からのお知らせ

関節専門外来のお知らせ
　整形リハビリテーション科では、関節専門医による診療を行っています。膝の痛みでお悩みの
方はご相談ください。４月以降は、第１、第３金曜日が診療日となります。

◇お問い合わせ先◇　くしもと町立病院　℡　０７３５‐６２‐７１１１

※前任の医師が主治医と
なっている患者さまにつき
ましては、基本的に後任の
医師が引き続き主治医を務
めさせていただきます。

医師異動のお知らせ

■スギ花粉症またはダニアレルギー性鼻炎と確定診断された方が対象です。
■アレルゲン免疫療法は、アレルギー症状を治したり、長期にわたり症状をおさえる可能性
　のある治療法です。

対象者 担当医 診療日時

１３歳～１８歳

（中学生～高校生）

  小児科　草野　信義　医師

　  　　　竹村　司　　医師

初回導入時のみ　→　火曜日・午前中

継続治療の場合　→　火曜日・午後４時～午後５時

１９歳～６５歳   内科　　秋山　裕由　医師 毎週金曜日・午後２時～午後４時（予約制）

人工膝関節置換術を行っています

　
　　４月の関節専門外来の診療日は、４月５日（金）、４月１９日（金）です。　

　なお、第２、第４金曜日は、近畿大学医学部附属病院等からの派遣医師による
一般整形外来診療を行います。

◎詳しくは、地域連携室へご相談ください。（℡　０７３５‐６２‐７１１１）

【異動前】 【異動後】

内　科
千品　寛和　医師 →

→

岡
おかもと

元　寿
かずき

樹　医師

中
なかの

野　志
ゆきひと

仁　医師

外　科
肥田　仁一　医師

下治　正樹　医師

→

→

中
なかい

居　卓
たくや

也　医師

平
ひらき

木　洋
ようこ

子　医師

整形リハビリ

テーション科

山本　憲廣　医師

小田　豊　　医師

森下　貴文　医師

→

→

松
まつざき

㟢　晃
こうじ

治　医師

正
しょうかく

覺　展
のぶひさ

央　医師

ー　４月１日から診療体制が替わります　ー
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産業課からのお知らせ

消費者行政について － 第12 回 －

お知らせワイド
information

　新学期が始まり、新たに携帯電話を手にするお子さんもいるのではないで
しょうか。今回は、スマートフォンについての注意点を一部ご紹介します。

　アプリの中には、一部の機能を利用する
際に課金が必要なものがあります。夢中に　
なってしまうと、思いがけない金額の請求　
を受けることになりかねません。
　利用する際は節度を持ち、本当に必要な
ものかよく考えましょう。

　インターネット上に個人を特定できる情
報をうかつにのせることで、トラブルにな
ることがあります。個人情報等の掲載に関
しては、細心の注意を心がけましょう。

　インターネットは、誰でも閲覧可能なもの
です。一度書き込んでしまったものは容易　
に拡散し、削除することはほぼ不可能です。
　個人を非難したり侮辱するなど、人が不快
になる言葉を掲示板等に書き込むことはや　
めましょう。場合によっては名誉毀損など、　
罪に問われることがあります。

■トラブルに巻き込まれたら、迷わず警察や
消費者ホットライン（局番なし１８８）に電
話しましょう。

串本を元気にする事業を募集します !!

　串本町の特性を活かし、活力ある観光のま
ちづくりを推進するため、地場産業と観光事
業等が協力して、観光客の増加に貢献する事
業に対して助成をします。
■対象
　和歌山東漁協、紀南・みくまの農協
　南紀森林組合、串本町商工会
　南紀串本観光協会、ＮＰＯ
■助成金額
　申請された事業費の８０％以内の額
　※１件あたり助成限度額は２００万円
■締切日
　２０１９年５月１５日（水）
◇申請受付・お問い合わせ先◇
　串本町役場　産業課
　℡　０７３５‐６２‐０５５７

地場産業育成および
観光事業等推進資金助成事業

串本町では、串本を元気にする事業に対して、次のとおり助成をします。

串本まちづくり応援事業

　個性的で地域をアピールするイベント、日
本トルコ友好発祥の地である串本をアピール
するイベント等に対して助成をします。
■対象
　串本町内各団体、グループが実施する事業　
　で原則３分の１以上の自己資金を持つもの
　※過去に同事業の助成を受けている団体、
　　グループは対象外となります。
■助成金額
　最高限度額は、原則として１件３０万円
　最低限度額は、原則として１件１０万円
■締切日
　２０１９年５月１５日（水）
◇申請受付・お問い合わせ先◇　
   串本町役場　企画課　
   ℡　０７３５‐６２‐０５５６

産業課・企画課からのお知らせ

住民課からのお知らせ

国保健全財政の維持に向けて（第５０回）

お知らせワイド
information

　平成３０年度から国保制度が大きく変わり、
医療費の全額を和歌山県が負担する代わりに、
市町村は県へ納付金を納めています。
　この度、平成３１年度の県への納付金が示
されましたので、それをふまえた平成３１年
度の国保税について、ご報告いたします。

　平成３１年度分として県から通知された串
本町の納付金は、７億１７１万円となりました。
　納付金の通知とあわせて、納付金をまかな
うための参考となる税率も県から示されまし
たが、串本町としての考えは以下のとおりです。

　平成３１年度国保税について

　しかしながら、１人あたり医療費の増加は続い
ており、国保財政が厳しいものとなってきている
のは確かです。

据え置きとします。
※医療分の賦課限度額引き上げおよび２割・５割

■県による国保財政運営のイメージ ■県に支払う納付金計算の仕組み

和　歌　山　県

串　本　町

医療機関

総医療費から交付
金等を引いた残り

国・県・社会保険からの
交付金等でまかなう部分

医療費・所得・人数・
世帯数に応じて
市町村に納付金を配分Ａ

市
の

納
付
金

Ｂ
村

Ｃ
町

医療費支払い

納付金 医療費
全額補助

納付金のすべてを税でまかなう
のではなく、法定繰入金や
国県補助金の一部も財源になる

この残りの部分を国保税で確保

県全体の医療費等

・平成３１年度分の納付金は、過年度交付金の精算による影響が大きく、直近の医療費傾向か
　らみれば、一時的な部分も大きいと考えられる。
・２０２０年度以降は、前々年度の医療費の精算分が反映されるため、制度開始年度でもある
　平成３０年度の結果をみて検討を行いたい。
・幸いにも、平成２９年度に積み立てた基金および繰越金がある。

　これらをふまえ、串本町では

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

　４月から始まる集団健診（個別健診は６月
から）を受診して、病気の早期発見・早期治
療に努めましょう。まだ申込みをされていな
い方は、串本町保健センター（℡　６２‐
６２０６）へご連絡ください。
　また、適度な体操や運動を行い、減塩食を
心がけるなど生活習慣病予防に努めることで、
健康的な生活を目指しましょう。

　医療費の適正化に向けて

平成３１年度も国保税を

軽減の対象所得拡大は、法改正の予定です。 

ECCジュニア
◆英語・英会話コース ●英語はもちろん漢検・中

　学数学・国語・算数・理科・
社会も学べる教室です。
少人数制クラス！

●定員になり次第締め切り

◆デジタル・スタディ(幼児)

◆中学英語強化コース

◆英検対策コース(小１～)

◆かんじ・漢検 
◆さんすう・計算・数学コース
◆高校生以上の英会話コース

古座教室 ℡０７３５ｰ
７２ｰ３１２９ 講師  北本

開
講
コ
ー
ス

お気軽にお問い合わせください。

ECCジュニア
◆デジタル・スタディ(幼児)

開
講
コ
ー
ス

◆英語・英会話コース
◆中学英語強化コース

◆英検対策コース(小１～)
◆かんじ・漢検 
◆ＢＳコース(高校～)

串本教室 ℡０７３５ｰ
６２ｰ５５８３ 講師  名田

お気軽にお問い合わせください。

Ｒ

Ｒ

コース
(５才児～)
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1 2 3 4

　２歳６か月児
　歯科健診・相談

5
　

6
　集団健診
　（武道館）

7
　集団健診
　（武道館）

8 9
　健康相談（※）　

10 11
　３歳６か月児健診

12 13
　集団健診
　（町立体育館）

14
　集団健診
　（町立体育館）

15 16
　　

17 18
　産前産後サポート事業
　（プレママ女子会）

19
　きらきらくらぶ

20
　パパママ教室
　（くしもと町立病院）
　集団健診（旧和深中）

21
　集団健診
　（串本西小）

22
　有酸素運動教室

23 24
　リカバリーヨガ教室

25
　4か月児・
　10か月児健診

26 27

28 29
　昭和の日

30
　天皇陛下退位

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡　０７３５‐６２‐６２０６）まで

４月の行事カレンダー

 

※健康相談は、保健センターにて午後１時３０分から午後３時まで実施します。希望者 (４０歳以上の女性 ) には骨密度測定を　
　実施しますので、４月８日 (月 ) までにお申し込みください (先着１０名様）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

　出産、育児をがんばってい
るお母さん！自身の産後の身
体を、ヨガを通してリフレッ
シュしましょう！

■日　時　平成３１年４月２４日（水）
　　　　　１０：３０～１２：００
■場　所　串本町保健センター　２階ホール
■講　師　ヨガインストラクター
　　　　　城

じょう

　千
ちひ ろ

湖　先生
■対象者　産後４か月頃から１２か月頃まで
　　　　　のお母さん（赤ちゃんも一緒にご
　　　　　参加いただけます。）
■持ち物　飲み物・汗ふきタオル・母子手帳
　　　　　健康保険証
　　　　※動きやすい服装でお越しください。

　お申し込みは、４月２２日（月）までに保
健センター（℡　６２‐６２０６）にご連絡
ください。

リカバリーヨガ教室を開催します

■日　時　　平成３１年４月２０日（土）
　　　　　　１３：３０～１５：３０
■場　所　　くしもと町立病院　２階
■スタッフ　くしもと町立病院　助産師
　　　　　　保健センター　保健師
■対象者　　妊婦さんとパートナー
　　　　　　（妊婦さんのみの参加も可能です。）
■持ち物　　母子手帳
■内　容　　妊娠、出産、産後についてのお
　　　　　　話、呼吸法、沐浴体験、パパの
　　　　　　妊婦スーツ体験など
※お子様も同席される場合は、事前にお申し出ください。
　お申し込みは、４月１８日（木）までにく
しもと町立病院（℡　６２－７１１１）また
は保健センター（℡　６２－６２０６）まで。

パパママ教室を開催します

　初めてパパ・ママになる方や
ベテランパパ・ママのための教
室です。妊娠、出産、産後につ
いてみんなで学びませんか？

　高齢者肺炎球菌予防接種一部公費助成のお知らせ
　串本町では、これまで６５歳以上のすべての方を対象とし、平成２６年度より５年間をかけて定
期接種として高齢者肺炎球菌予防接種費用の一部公費助成を実施してきました。
　今回、国の施策により「平成２６年度に対象であったが予防接種を受けていない７０歳以上の方」
も再度、定期予防接種の対象となったため、次のとおり実施いたします。

対象者

接種時に串本町に住民票のある方で、次のいずれかに該当する方
①平成３１年（２０１９年）４月１日から２０２０年３月３１日までの間に、
　６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳以上
　になる方
②６０歳以上６５歳未満で心臓や腎臓・呼吸器に重い病気のある方、ヒト免疫
　不全ウイルスによる免疫機能の障がいを有する方で、身体障害者手帳１級を
　お持ちの方
※②の対象となる方は、保健センターへの申出が必要です。確認後、案内を送
　付いたします。

助成期間 平成３１年（２０１９年）４月１日～２０２０年３月３１日まで

自己負担金 ２，０００円　　
※生活保護の方は無料となりますので、事前に保健センターへ申請してください。

接種時の持ち物 予診票（接種当日に記入してください。）、接種依頼券・接種済証、健康保険証

※定期接種として公費助成が受けられるのは、対象となる年度においてのみです。
※今回対象となっている方でも、過去に２３価肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方は、本助
　成制度の対象外となります。ご了承ください。

平成３１年度（２０１９年度）　

　
　次の日程で献血を行います。皆さまのご協力をよろしくお願いします。
　　■日時　　　　　　　　　　　　　■場所
　　　平成３１年４月１１日（木）　　 ＷＡＹ串本店様駐車場
　　　１０：００～１２：００　　　　■主催
　　　１３：００～１６：００　　　　　串本ライオンズクラブ
　◎お問い合わせは串本町保健センター（℡　０７３５‐６２‐６２０６）まで

献血にご協力ください

串本町に転入された皆さまへ

　串本町では、４月から特定健診（４０～７４歳
の国民健康保険加入者）、がん検診（４０歳以上
の町民、子宮頸がん検診のみ２０歳以上）を実施
しています。
　受診をご希望の方は、串本町保健センター（℡
６２‐６２０６）までお申し込みください。

　串本町では、本年４月より産前産後サポー
ト事業を実施いたします。
　この事業では、妊娠、出産、子育てに不安
や悩みのある方の相談支援や交流支援（仲間
づくり）を行います。

産前産後サポート事業を始めます！

１年に 1度、健康の
確認のためにも

健（検）診を受けましょう。

　詳しい内容は、決まり
次第お知らせいたします
ので、ご確認ください。
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平成３１年度（２０１９年度）有酸素運動教室の参加者を募集します！

地域おこし協力隊 退任のごあいさつ
串本町のために活躍された地域おこし協力隊の木戸さんが３月末をもって退任しました。

　約２年前、串本町に来た当初は何から取り組
めばよいのか分からないまま、町内の自主運動
グループに伺うところから始まりました。
　保健センターを中心に運動クラスを開始し、
少しずつ町内の方々からご依頼をいただけるよ
うになり、活動の輪を広げることができました。
　2 年の間、公民館や分庁舎などで運動の指導
をさせていただいた介護予防事業関連、協力隊

員として介護予防事業以
外でお伺いした方々、町
の許可をいただき個人的
に開催した運動クラスな
ど、全てのクラス・会場
を含めると合計延べ約
３，４２０名の方々に身
体や運動について関わら

活動開始：2017年１月～

串本町役場　福祉課　保健センター
木戸　俊秀

これまでの活動でお伝えしてきた内容の
十分の一だけでも思い出してくださる方
がいらっしゃれば本望でございます。

せていただきました。
　町の人口と照らし合わ
せると、ごくわずかの
方々としか関われておら
ず、反省しきりでござい
ます。
　これまでの活動でお伝
えしてきた内容の十分の
一だけでも思い出してく
ださる方がいらっしゃれば本望でございます。
　４月からは京都で新しい生活が始まります
が、機会を見つけて串本町に伺いたいと思い
ます。
　２年という短い間ではございましたが、大
変お世話になりました。町民の皆さまに心よ
りお礼を申し上げます。

　運動習慣のない方や運動を始めたいと思っている方も、お気軽にご参加ください。
　教室は全部で６回実施します。ご都合に合わせて、参加できる日だけでもかまいません。
　有酸素運動で身体も心もリフレッシュしましょう！
　
　■日程　　２０１９年　４月２２日（月）、　 ６月１７日（月）、８月２６日（月）
　　　　　　　　　　　１０月２８日（月）、１２月１６日（月）
　　　　　　２０２０年　２月１７日（月）
　■時間　　各日とも午前１０時３０分～午前１１時３０分
　■場所　　串本町立体育館
　■講師　　ピーアップ新宮　杉浦　資史　先生
　■内容　　有酸素運動、ストレッチ、筋力トレーニングなど
　　　　　　※秋頃に正しいウォーキング方法の指導なども計画しています。
　　　　　　 ※運動制限のある方や足腰などに痛みのある方は、お申し込みの際にその旨をお伝えください。

　
　◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６
　　　　　　　　　　　　　　　　　※４月２２日（月）分のお申し込みは、４月１５日（月）まで。

※ご本人・ご家族から希望があった方を
　掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、
　届出の際に窓口にお申し出ください。

（２月受付分　敬称略）
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運転免許証を自主返納された方に
串本町コミュニティバス回数券を交付します

　串本町では、高齢者に関わる交通事故の防止を目的として、運転免許証を自主返納された方
を対象に、串本町コミュニティバスの回数券を交付します。
　回数券に使用期限はありませんが、交付するのは自主返納された際の１回限りです。

　■対象者　　　
　　　串本町内に住民登録がある方で、平成３１年４月１日以後において
　　　運転経歴証明書の交付を受けた方
　■交付する回数券　
　　　串本町コミュニティバス回数券４，４００円分

　◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

先進の安全機能を装備

HP　http://www.kushimoto-taxi.co.jp/

串本タクシー株式会社

新型ジャンボタクシー導入！

広い車内で快適移動
小グループの御旅行に最適

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
　（指定訪問介護事業所　TEL:0735－62－6900）

和歌山県東牟婁郡串本町串本1804
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成３１年２月末現在（前月比）

１６，１７１人（－３３）
７，６１０人（－１２）
８，５６１人（－２１）

８，６３３世帯（－１０）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

０件
０件
２件
２件

※平成３１年２月２８日が基準日

交通
急病
その他
合計

１２件
１７７件

４９件
２３８件

※平成３１年２月２８日が基準日

お 知 ら せ
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〒649-3503 和歌山県東牟婁郡串本町串本1855番地4

和歌山県知事（１）第3847号

エステート串本
info@estate-kushimoto.jpTel.0735-62-5180

不動産 賃貸売買 仲介

救急件数（1 月からの累計）

 

TEL:0735-67-7017 

 
NPO 法人 日本理美容福祉協会 

    
和歌山南紀センター 

出張専門 

・ご自宅 

・病院 

・施設様など 

カット パーマ カラー 

シャンプー 
 

ベッドカット 

お
知
ら
せ

）
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は
、
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、
講
習
会
を
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
　
和
歌
山
県
支
部

℡
０
７
３
‐
４
３
６
‐
１
３
２
７

）

各種申請書類は専門家におまかせください！各種申請書類は専門家におまかせください！
・ 自動車ナンバーの出張封印業務取扱い始めました
・ ゲストハウス・民泊の相談（旅館業許可・届出）承ります
その他の取扱い業務
　農地転用・建設業など各種許認可・届出
　遺言／海事事務所提出書類など

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号

▼
人
権
相
談
　

　
４
月
４
日
（
木
）

   

　
会
場
　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

▼
人
権
行
政
相
談

　
４
月
18
日
（
木
）

　
　
会
場
　
二
色
多
目
的
集
会
所

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

▼
納
期
限
　
５
月
７
日
（
火
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
随
２
期
・
１
期
）

・
介
護
保
険
料
（
51
期
・
１
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
随
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
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今
月
の
納
税

役立っています。
ご存知

皆さんが購入される宝くじの収益金は、県内の売上げに応じて道路や

宝くじは皆さんの生活に
ですか？

公園整備などの事業に活用され、暮らしに役立っています。
宝くじの購入は、ぜひ県内でお願いします。

ドリームジャンボ宝くじ　１等・前後賞あわせて５億円
ドリームジャンボミニ5000万円も同時発売

発  売  期  間 平成３１年４月１日～４月２６日
お問い合わせ 和歌山県庁財政課
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４月１７日（水）
9:20～ 9:40 大島開発総合センター
9:55～10:15 漁協大島支所
10:35～11:00 漁協須江支所
11:10～11:30 峰地コミュニティセンター
13:00～13:15 樫野集会所
13:35～14:05 橋杭漁港

４月１８日（木）
9:10～10:20 老人憩の家・わかしお
10:35～11:40 串本町役場　本庁舎
13:00～13:30 旧国道高富橋付近
13:45～13:55 二色区民集会所
14:15～14:45 サン・ナンタンランド駐車場

４月１９日（金）
9:00～10:10 潮岬公民館
10:25～10:55 平松コミュニティセンター
11:05～11:40 萩尾塔石集会所
13:00～13:15 出雲消防屯所前
13:30～13:45 ふれあいの家（権現）
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https://www.town.kushimoto.wakayama.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku@town.kushimoto.lg.jp

平成３１年度 狂犬病予防集合注射の実施について
　「狂犬病予防注射」と「犬の登録受付」を下記の日程で実施します。
　狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が義務付けられていますので、
必ず受けてください。なお、当日都合の悪い場合は、動物病院で注射を受けてください。

登録手数料 注射料金 注射済票交付手数料 合　計
新規登録と注射 3,000円 2,640円 550円 6,190円
注 射 の み ＊＊＊＊＊ 2,640円 550円 3,190円

手 数 料

４月　９日（火）
9:30～ 9:40 佐部集会所
9:55～10:25 上田原寺の付近
10:40～11:10 田原支所跡駐車場
11:25～11:40 古座ヴィラ　バス停前
13:10～13:40 漁協津荷支所

４月１０日（水）
9:30～10:10 旧上野山保育所付近児童公園横
10:25～10:40 古座青年会館前
11:00～11:20 中湊コミュニティセンター
11:30～11:40 古田コミュニティセンター
13:10～13:40 新宮保健所串本支所

４月１１日（木）
9:30～10:00 ＪＲ紀伊姫駅前
10:15～10:45 伊串集会所
11:00～11:30 神野川プール横
13:00～13:40 串本町役場　古座分庁舎

４月１６日（火）
9:30～10:10 和深総合センター
10:20～10:35 和深公民館
10:50～11:10 安指漁港入り口
11:20～11:30 田子橋
13:00～13:20 田並公民館
13:30～13:50 串本西中学校体育館裏
14:05～14:35 有田公民館

※犬は引きひも（リード）をつけて散歩させ、フン
　は必ず持ち帰って始末しましょう。

※首輪には鑑札・注射済票
　をつけ、放し飼いはやめ
　ましょう。
※ペットは愛情を持って、
　最後まで飼育しましょう。


